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             研究の背景および目的
 乾皮症に伴って高齢者の下腿でよく見られる貨幣状湿疹の病因はいまだ不明であり, 細菌抗原
 に対する反応説以外にはこれまでほとんど研究されていない。 また, 貨幣状湿疹は若年のアトピー
 性皮膚炎で見られる貨幣状湿疹様病変と同様の湿疹病変であり, その発症に環境抗原が関与する
 ことが考えられるが, 貨幣状湿疹患者を含めて高齢者が環境抗原に対 してどのような反応を示す
 かはこれま で検索されていなかっ た。
 高齢者の貨幣状湿疹の病因を明 らかにするために, 貨幣状湿疹患者の非病変部皮膚の角層機能
 を経表皮水分喪失量と角層水分量を指標にして検索し, また, 貨幣状湿疹患者が環境抗原にいか
 なる反応を示すかを即時型およ び遅延型反応により検索 し, 各々正常高齢者および若年者対照と
 対比 した。
               方法
 患者および対照の下腿伸側の非病変部皮膚で経表皮水分喪失量と角層水分量を測定 し, また,
 血中 IgE 値の測定を行った。
 代表的な環境抗原であるD. ∫αr加αθ, ハウスダス ト, α α観。αηs, 花粉抗原への反応を, プ
 リックテス ト, スクラッチパッチテス トで検討した。
               結果
 若年者と比較して, 貨幣状湿疹患者非病変部皮膚と高齢者対照の皮膚はともに経表皮水分喪失
 量が有意に低下していた。 さらに, 貨幣状湿疹患者の角層水分量は高齢者対照と比べて有意に低
 下していた。 これは貨幣状湿疹患者では正常高齢者より乾燥皮膚であるが, 角層のバリアー機能
 は保たれていることを示すものであ り, 若年のアトピー性皮膚炎患者の非病変部皮膚において,
 乾燥皮膚ともに角層のバリアー機能も障害さ れていること と大きく 異なっていた。
 血中 IgE 値は貨幣状湿疹患者と高齢者対照がともに低値で差は見られなかった。 これは, 若年
 のアトピー性皮膚炎患者と大きく 異なる点であった。
 即時型反応は, 貨幣状湿疹患者と高齢者対照でともに D. ∫αr加αθ 抗原, ハウスダスト抗原へ
 の反応は若年者対照と同様であった。 α αZわ`cα船 抗原に対 しては,. 貨幣状湿疹患者と高齢者対




 一方, スクラッチパッチテストに対する遅延型反応では, 高齢者対照では 1). ∫αr`砿ε 抗原,
 ハウスダス ト抗原へ陽性を示すものはほとんどなかったが, 貨幣状湿疹患者で 1). ∫αrε肥θ 抗原,
 ハウスダス ト抗原への陽性率が高齢者対照と比較 して有意に高くなっていた。 貨幣状湿疹患者と
 若年者対照との間に差は見られずともに同様の反応を示 した。 花粉抗原に対 してはどの群も陽性
 率が低かっ た。
 通常, 60 才以上の高齢者では (二 α爾。απs 抗原に対する遅延型反応の陽性率が若年者と比較し
 て著しく低下するが, 貨幣状湿疹患者は若年者対照と同様の高い陽性率を示 した。
                まとめ
 本研究では, 高齢者の貨幣状湿疹患者で角層水分量の低下とともに, D. ∫αr`ηαθ, ハウスダス
 ト抗原な どの環境抗原に対する遅延型反応が見られたことから, 乾燥皮膚がそう痒感を引き起こ
 し, 引っ掻くことで角層の破壊が起こり, そこから経皮的に侵入した環境抗原により湿疹反応が
 惹起される可能性を新たに示 した。 ただ し, 血中 IgE 値は低値であ り, 環境抗原に対する反応が
 アトピー性皮膚炎と同様の IgE 抗体を介 した機序であることに関 しては否定的である。
 貨幣状湿疹患者は若年者対照と同様に σ、 α観。αηs 抗原に対する遅延型反応が高い陽性率を示
 し, 加齢による遅延型過敏反応の減弱が見られないのが特異であった。 加齢に もかかわらず遅延
 型反応が保持されていることが環境抗原に対する湿疹型の反応を容易に引き起こす可能性が考え
 られた。




 貨幣状湿疹は決 してまれな疾患ではないが, その病因についてはほとん ど調べられていな い。
 すなわち, 古くからある細菌抗原に対する反応説以外には, むしろアプローチのしょうがなかっ
 た分野であった。 本論文の著者はアトピ'二一 性皮膚炎患者の皮膚の環境抗原への免疫反応性を追求
 してきた過程で, アトピー性皮膚炎で見られる貨幣状湿疹様病変と同様の湿疹病変が高齢者の貨
 幣状湿疹でもみられること, とく に乾皮症に伴って高齢者の下腿で本症がよく見 られることに着
 目し, 検索を始めた。
 周知のように, 若年者のアトピー性皮膚炎患者の非病変部皮膚のかゆい乾皮症の皮膚では, 角
 層のバリアー機能が 障害されて い る。 ところが, 貨幣状湿疹患者皮膚の非病変部皮膚では, 正常
 高齢者より乾燥皮膚ではあるが, 角層のバリアー機能は保たれていた。
 また, アトピー性皮膚炎でみられる血中 IgE 値の上昇も, 貨幣状湿疹患者では見られなかっ
 た。 さらに環境蛋白抗原への即時型皮膚反応でも, 貨幣状湿疹患者は高齢者の対照と大きな違い
 を示さなかった。
 一方, スクラッチパッチテストに対する遅延型反応では, 一般の高齢者の対照は D. ∫αr漉αθ
 抗原, ハウスダス ト抗原へ陽性反応を示すものはほとんどいなかったが, 貨幣状湿疹患者では
 D. ∫αr加αθ 抗原, ハウスダスト抗原へめ陽性率が有意に高く, むしろ, 若者に近い反応性が保持
 されていた。 また, 通常, 60 歳以上の高齢者ではα α弼。αηs抗原に対する遅延型反応の陽性率
 が若年者に比 し著しく低下するが, 貨幣状湿疹患者は若年者対照と同様の高い陽性率を示すこと
 が, 明らかとなった。 すなわち, 貨幣状湿疹患者は若年者対照と同様に高い C. α観。α船 抗原に
 対する遅延型反応の陽性率を示 し, 加齢による遅延型過敏反応の減弱が見られないことが特徴と
 して明らかとなった。 逆に, 高齢にもかかわらず遅延型反応性が保持されていることで環境抗原
 に対する湿疹型の反応を容易 に引き起こ しゃすい可能性が考え られた。
 以上のように本論文によって, 高齢者の貨幣状湿疹患者で角層水分量の低下とともに,
 D. ∫αr`ηαθ, ハウスダス ト抗原などの環境抗原に対する遅延型反応が見られたことから, 乾燥皮
 膚がそう痒感を引き起こ し, 引っ掻くことで角層の破壊が起こり, そこから経皮的に侵入した環
 境抗原により湿疹反応が惹起される可能性が示された。 ただし, 血中 IgE 値は低値である点よ
 り, 環境抗原に対する反応がアトピー性皮膚炎と同様の IgE 抗体を介する機序は考えられない
 という結果であった。
 本論文は, 従来, まったく不明であった高齢者の貨幣状湿疹の病因について, 角層機能異常と
 環境抗原に対する遅延型反応の関与の可能性を初めて示 し, 今後の研究の方向性を示したという
 ことで, 本症の発症機序の解明に重要な貢献をするものであり, 学位に値するものと考える。
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